





連性を検討した。61 名の大学生が日本語版反応スタイル尺度の “ 否定的考え込み（NR）” と反すうする理由尺度（RRI）
に回答し，抑うつ的反すう面接課題（DRI 課題）を受けた。実験の結果，先行研究と同様に，RRI の各因子の中で NR
との関連性が特に示されたのは，反すうすることが自己や状況の洞察に繋がるという内容の信念であった。一方，抑う








ろう ”，“ なぜこんな事態になってしまったのだろう ”
といった，原因を探索する陳述によって特徴づけられる。
　過去 20 年間の研究の中で，抑うつ的反すうは抑う


















を測定する Ruminative Responses Scale（RRS; Nolen-







　Positive beliefs about depressive rumination are assumed to maintain actively controlled aspects of 
depressive rumination.  The present study examined content of positive beliefs about depressive rumination 
which is related with depressive rumination assessed with self-report measure and interview task.  Sixty 
one undergraduate and graduate students answered Negative Rumination （NR） of the Japanese version of 
the Response Styles Questionnaire and the Reasons for Rumination Inventory （RRI）, and undertook the 
Depressive Rumination Interview Task （DRI task）.  As a result, consistent with previous studies, of all beliefs 
assessed with the RRI subscales, beliefs that rumination leads to understanding oneself and one’s situations 
was related with NR score.  On the other hand, the RRI subscales were hardly related with rumination steps 
emitted in the DRI task which is assumed to assess perseveration of depressive rumination.  These results 
suggested that assessment tool other than self report measure, which assesses depressive rumination, is clearly 




いる（Joormann, 2006; Joormann & Gotlib, 2008; レ
ビューとして Joormann & Siemer, 2011; Koster, De 





















さ れ て い る（Barnhofer, Kuehn, de Jong-Meyer, & 
Williams, 2007; Papageorgiou & Wells, 2001, 2003; 
Roelofs, Huibers, Peeters, Arntz, & van Os, 2010; 
Roelofs, Papageorgiou, Gerber, Huibers, Peeters, & 
Arntz, 2007; Watkins & Baracaia, 2001; Watkins & 
Moulds, 2005）。日本では，RRS とほぼ同一の尺度で
ある日本語版反応スタイル尺度（名倉・橋本 , 1999）
の “ 否定的考え込み（Negative Rumination: NR）”
が用いられて仮説の検討が行われた。Positive Beliefs 
about Rumination Scale（PBRS; Papageorgiou & 
Wells, 2001）の日本語版の得点は，NR 得点と正の有
意な相関関係にあることが示された（r=.44; 長谷川・
金築・根建 , 2010; 高野・丹野 , 2010）。また，長谷川・
根建（2011a）は複数の因子から構成される反すうする





















Borkovec & Roemer, 1995）。これらの知見を踏ま
え，Borkovec, Alcaine, & Behar（2004）は心配と全
般性不安障害における回避理論（Avoidance Theory of 










い（Newman, Castonguay, Borkovec, Fisher, Boswell, 
Szkodny, & Nordberg, 2011; Newman, Castonguay, 









研究では，RRS や NR といった自己記入式尺度が多用
されている。RRS では，“ 自分がどれほど悲しみを感じ
ているのか考える ” といった質問項目に対して，“1. ほ
































する日本語版 Zung 自己記入式抑うつ性尺度（the Zung 
Self-Rating Depression Scale: SDS; 福田・小林 ,1973）
との間に正の有意な相関係数が得られた（r=.29, p<.05）。
それに加え，DRI 課題を実施することにより，抑うつ的
反すうを誘導した実験（Nolen-Hoeksema & Morrow, 
1993）と同様に，抑うつ気分の増加やポジティブ気分




























を服用している者を除外した 20 歳以上の大学生 65 名
を対象に実験を行った。そのうち，DRI 課題において実
験者の説明とはかけ離れた回答をした 2 名と，DRI 課
題において回答が止まらなかったために課題を途中で中
断した 2 名のデータを除外し，61 名（男性 23 名，女







　（a） 反 す う す る 理 由 尺 度（RRI; 長 谷 川・ 根 建 , 
2011a）：抑うつ的反すうに関するポジティブな信念の
確信度を測定する尺度である。本尺度は，反すうする利
益に関する 4 因子（第 1 因子 “ 自己や状況の洞察 ”，第
2 因子 “ 将来の問題状況への準備 ”，第 3 因子 “ 共感性
の増加 ”，第 4 因子 “ 不快感情の予防と緩和 ”）と，反
すうしない不利益に関する 3 因子（第 1 因子 “ 将来の
失敗の回避 ”，第 2 因子 “ 感情の持続と悪化の回避 ”，















隔を空けて 2 度実施された NR の得点間における相関
係数は .63 であり（p<.01），十分な再検査信頼性が確認
されている（名倉・橋本 , 1999）。最後に，NR 得点は
同時に測定された SDS 得点との間に中等度の正の有意
な相関係数が得られており（r=.59, p<.01），また，NR
得点は 4 週間後の SDS 得点を予測することが示されて
いる（長谷川・根建 , 2011b）。




されている。また，7 日間の間隔を空けて 2 度実施され
た SDS の得点間における相関係数は .85 であり，十分
な再検査信頼性が確認されている（福田・小林 , 1973）。
　（d）抑うつ的反すう面接課題（DRI 課題 ; 長谷川 , 印
刷中 c）：本課題では，まず参加者に過去 2 週間の中で
特に気分が落ち込んだ出来事を，A5 の紙の縦約 1.5cm
の記入欄の中に，横一行で収まるように，一文で，簡潔










ら ”）を 1 つずつ提示した。参加者には回答を，A5 の
紙の縦約 1.5cm の記入欄の中に，横一行で収まるよう
に，一文で，簡潔に記入するよう伝えた。また，参加者





































の各因子得点と NR 得点との間の関連性では，“ 自己
や状況の洞察 ” 得点の相関係数が有意であり（r=.33, 




（r=.21, p<.10）。RRI の各因子得点と SDS 得点との間
の関連性では，“ 将来の問題状況への準備 ”，“ 共感性
の増加 ”，および反すうする利益合計の各得点と SDS
得点とに負の有意な相関係数が得られ（r=-.26―-.29, 
p<.05），“ 自己や状況の洞察 ” 得点の相関係数が有意傾
向であった（r=-.24, p<.10）。
　なお，長谷川・根建（2011a）は，RRI の各因子と







相関係数を算出した（Table 2 参照）。NR 得点との偏
相関係数では，RRI の反すうする利益に関する因子にお
いて，第 1 因子から順に .47（p<.01），-.01，.05，.07
（以上，n.s）であり，“ 反すうする利益全体 ” では .25
（p<.05）であった。また，反すうしない不利益に関す




第 1 因子から順に .11，.09，.04，.15 であり，“ 反す
うする利益全体 ” では .14 であった（すべて n.s.）。また，
反すうしない不利益に関する因子において，第 1 因子
から順に .07（n.s.），.22（p<.10），.02（n.s.）であり，“ 反
すうしない不利益全体 ” では .12（n.s.）であった。
考察
　RRI の全因子の中で，NR との間の相関係数が有意で
あったのは “ 自己や状況の洞察 ” のみであり，“ 性格や状
況への悪影響の回避 ” が有意傾向であった。長谷川・根



































められたのが “ 自己や状況の洞察 ” であったことは興味
深い。なぜなら，この因子は調査研究（長谷川・根建 , 

















　ところで，RRI の一部の因子の得点と SDS 得点との
間に負の有意な相関係数が得られた。また，SDS 得点
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